
第２次高鍋町環境基本計画 概要版

令和８（２０２６）年度 ー 令和１7（2035）年度

計画の位置づけ

計画の対象 計画の基本目標・施策体系

令和８（2026）年１月 高鍋町役場 町民生活課 環境保全係

本計画は、身近な環境問題から地球温暖化等の地球規模の環境問題までを総合的に捉えます。

対象分野は、地球環境・資源循環・生活環境・自然環境・環境教育の５分野とします。対象とする地

域は高鍋町全域とし、広域的な対応が必要なものについては、国や県、他の地方自治体と協力しな

がら課題の解決に取り組むものとします。
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第２次高鍋町環境基本計画

◼ 高鍋町地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）別冊

◼ 第５次高鍋町地球温暖化対策実行
計画（事務事業編）

◼ 高鍋町気候変動適応計画

第６次高鍋町総合計画

整
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環境部門 個別計画

◼ 高鍋町一般廃棄物処理計画

◼ 高鍋町景観計画

関連計画

◼ 高鍋町公共施設等総合
管理計画

◼ 高鍋町地域防災計画
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まちづくりの理念 第６次高鍋町総合計画

目標 対象分野

１ 地球と環境にやさしいまち 地球環境

２ 資源と経済が循環するまち 資源循環

３ 誰もが快適に暮らせる美しいまち 生活環境

４ 豊かな自然を未来につなぐまち 自然環境

５ すべての人が環境のために協働するまち 環境教育

自然と暮らしが共存する 持続可能なまち たかなべ

現在、人類は気候変動・生物多様性の損失・汚染という、３つの世界的危機に直面しています。町

としてもこれらの環境危機に対応し、環境保全を推進するため「第２次高鍋町環境基本計画」を策

定します。

３つの環境危機

自然と暮らしが共存する 持続可能なまち たかなべ

望ましい環境像の達成、ひいては第６次高鍋町総合計画に掲げるまちづくりの理念の実現に向けて、

行政・町民・事業者が一丸となって取組を推進します。

気候変動

令和６(2024)年の世界平均気温は産

業革命前より1.55℃上昇し、観測史上

最高となりました。国際連合のグテーレ

ス事務総長は「地球温暖化の時代は終

わり、地球沸騰の時代が到来した」と表

明しています。

生物多様性の損失

私たちが生きる現代は「第６の大量絶

滅時代」ともいわれ、過去５回発生した

大絶滅より種の絶滅速度は速く、その

主な原因は人間活動による影響と考え

られ、適切な対策を講じなければ今後

更に加速すると指摘されています。

汚染

水、大気などの環境中の様々な媒体に

またがって存在する有害化学物質によ

るグローバルな汚染が深刻化しており、

水、大気、食物連鎖等を通じた健康影

響や生態系への影響が懸念されていま

す。

町の上位計画である「第６次高鍋町総合計画」を環境面から具体化し、良好な環境の保全及び創

造に関する施策を総合的に整理・推進します。

地球温暖化 絶滅危惧種 海洋プラスチック



目標達成に向けた施策

基
本
目
標

１

地球と環境にやさしいまち

高鍋町地球温暖化対策実行計画

（区域施策編）

省エネルギー対策の

推進

暮らしにおける省エネルギー対策 省エネ機器の導入・活用の促進／エネルギー消費量の見える化の促進／脱炭素型ライフスタイルへの移行促進／住宅の省エネ促進

事業活動における省エネルギー対策 省エネ設備の導入・活用の促進／エネルギー消費量の見える化の促進／スマート農林業の推進／建築物の省エネ促進

地域における省エネルギー対策 公共交通等の利用促進／次世代自動車の導入促進／コンパクトな脱炭素型まちづくりの推進

再生可能エネルギーの
普及拡大

公共施設等への率先的な再生可能エネルギー導入 太陽光発電設備・蓄電池等の導入拡大／再生可能エネルギー由来電力の導入

町内への再生可能エネルギー導入・活用推進 再生可能エネルギー設備等の普及支援／再生可能エネルギー由来電力の利用拡大／未利用地やエネルギー資源の活用検討

総合的な
地球温暖化対策

吸収源対策 森林整備と緑化推進／海洋環境の保全

ごみの減量化・資源化の促進 家庭ごみ・事業ごみの削減／食品ロス削減の推進

基盤的施策の推進 環境学習機会の提供・支援／環境配慮型商品の普及促進／他自治体・企業等との連携

第５次

高鍋町地球温暖化対策実行計画

（事務事業編）

職員共通の取組 省エネルギー化の推進／省資源化の推進／廃棄物削減の推進

主に各施設管理者等が行う取組 庁舎等の保守・管理／庁舎等の設備機器の運用・導入・更新

各部局の特性に基づく取組 各部局の特性に基づく取組の推進

事務局の取組 計画の管理・推進

高鍋町気候変動適応計画 農業の対策／水資源の対策／自然生態系分野の対策／自然災害・沿岸域分野の対策／健康への影響対策／国民生活・都市生活分野の対策

２
資源と経済が循環するまち

４R行動の促進 廃棄物の減量・リサイクルの推進／食品ロスの削減／参加型活動の推進

３
誰もが快適に暮らせる

美しいまち

排水対策の推進 排水対策（共通）／生活排水対策／事業場排水対策

快適な住環境づくり 不法投棄・ポイ捨て対策

公害の未然防止 大気汚染防止対策／騒音・振動・悪臭防止対策／土壌汚染防止対策／地盤沈下防止対策／化学物質・環境汚染物質対策

４
豊かな自然を

未来につなぐまち

水質の保全 水質汚濁防止対策／海洋環境の保全

みどりの整備・保全 森林の整備と活用／公園・緑地の整備

生物多様性の保全 動植物の生息・生育環境の保全

景観の保全 史跡の保存・整備・活用／快適で美しいまちづくり

５
すべての人が

環境のために協働するまち

環境教育・環境学習の推進 地域一丸となった環境教育の推進／環境に関する情報の発信

環境保全活動の推進 主体的な環境保全活動の推進／環境保全を担う人材の育成

地 球 環 境

資 源 循 環

生 活 環 境

自 然 環 境

環 境 教 育

望ましい環境像「自然と暮らしが共存する 持続可能なまち たかなべ」、ひいては第６次高鍋町総合計画に掲げるまちづくりの理念の実現に向けて、本計画の対象分野ごとに

５つの基本目標を定め、目標ごとに施策を整理し推進します。

各施策の詳細は、「第２次高鍋町環境基本

計画」及び「高鍋町地球温暖化対策実行計

画（区域施策編）※」をご確認ください。

※ 第２次高鍋町環境基本計画の別冊になります。
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